
鶴
岡
市
の
住
民
基
本
台

帳
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
、

３
月

日
現
在
の
子
ど
も

31

数
を
「
民
報
」
４
月
７
日

、

号
に
掲
載
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ゼ
ロ
歳
児
の

出
生
数
が
増
え
て
い
る
デ

ー
タ
に
疑
問
を
持
ち
、
事

務
の
受
託
業
者
で
あ
る
Ｎ

Ｅ
Ｃ
が
再
点
検
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
デ
ー
タ
の
集
計

ソ
フ
ト
で
ミ
ス
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。

デ
ー
タ
の
精
査
に
多
く

の
時
間
を
要
し
、
よ
う
や

く
集
計
し
直
し
た
数
値
が

日
、
編
集
部
に
届
き
ま

23し
た
。

ゼ
ロ
歳
児
が
５
５
２
人

大
幅
な
修
正
と
な
っ
た

数
値
は
、
鶴
岡
市
全
体
で、

ゼ
ロ
歳
児
が
５
５
２
人
で

１
歳
児
の
６
４
２
人
か
ら

人
も
減
り
、
５
０
０
人

90台
の
数
値
は
初
め
て
で
、

減
り
方
も
急
速
で
す
。

行
財
政
改
革
や
学
校
統

廃
合
な
ど
、
こ
れ
ま
で
少

子
化
を
促
進
し
て
き
た
政

治
を
改
め
、
若
者
の
雇
用

の
安
定
と
定
住
対
策
、
学

校
を
核
に
し
た
自
立
の
地

域
づ
く
り
が
待
っ
た
無
し

で
す
。

2024年 月 日４ 28
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発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい

（月２００円程度）
4月 33人 35,940円
3月 38人 30,340円

住
民
基
本
台
帳
デ
ー
タ
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
ミ
ス

再
度
集
計
し
直
し
、
大
幅
に
修
正

藤島地域の地区別子どもの数　（2024年3月31日）4/23修正版

０歳 １歳 ２歳 ３歳４歳 ５歳 ６歳７歳８歳９歳10歳11歳 12歳13歳 14歳

藤島 男 20 16 19 7 12 14 15 18 15 15 21 16 13 29 21

女 13 10 17 7 18 12 10 16 15 20 16 15 17 14 21

計 33 26 36 14 30 26 25 34 30 35 37 31 30 43 42

八栄島男 0 1 2 2 1 1 4 3 1 1 2 5 2 4 4

女 0 0 2 4 2 3 5 3 5 4 3 4 4 6 8

計 0 1 4 6 3 4 9 6 6 5 5 9 6 10 12

長沼 男 1 4 2 1 1 2 4 3 6 2 2 4 4 2 6

女 2 2 4 3 3 2 2 3 4 3 3 4 1 6 2

計 3 6 6 4 4 4 6 6 10 5 5 8 5 8 8

渡前 男 4 4 3 4 6 4 3 1 2 3 5 6 9 5 6

女 2 5 3 3 6 5 6 1 7 4 3 6 8 5 5

計 6 9 6 7 12 9 9 2 9 7 8 12 17 10 11

東栄 男 1 2 4 2 4 8 1 8 4 8 5 4 2 4 4

女 2 3 2 0 3 3 5 2 7 6 5 8 6 4 5

計 3 5 6 2 7 11 6 10 11 14 10 12 8 8 9

合計 男 26 27 30 16 24 29 27 33 28 29 35 35 30 44 41

女 19 20 28 17 32 25 28 25 38 37 30 37 36 35 41

計 45 47 58 33 56 54 55 58 66 66 65 72 66 79 82

三川町の子どもの数　（2024年3月31日）

０歳 １歳 ２歳 ３歳４歳 ５歳 ６歳７歳８歳９歳10歳11歳 12歳13歳 14歳

三川町

男 24 18 29 34 34 26 43 37 40 37 33 38 30 41 39

女 21 18 19 30 17 27 37 36 30 32 33 30 32 30 34

計 45 36 48 64 51 53 80 73 70 69 66 68 62 71 73
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2024年度　藤島地域と三川町の子ども数

藤島地域

三川町

６
年
ぶ
り
名
寄
市
訪
問
交
流

藤
島
・
名
寄
交
流
友
の
会
（
小
野
由
夫
会
長
）

で
は
今
年
度
、
名
寄
市
訪
問
交
流
を
行
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
（
平
成

年
度
）
７
月

日
～

30

28

30

日
の
訪
問
交
流
以
来
６
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

日
程
は
、
７
月

日
（
土
）
～

日
（
月
）
の

27

29

２
泊
３
日
で
、

日
は
、
て
っ
し
名
寄
ま
つ
り
を

28

見
学
し
ま
す
。

旅
行
代
金
は
、
お
一
人
様
６
万
５
０
０
０
円
。

募
集
人
員
は

名
で
、
定
員
に
達
し
次
第
、
募

10

集
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
交
流
友
の
会
事

務
局
・
藤
島
庁
舎
総
務
企
画
課
担
当

土
田
直
。
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鶴
岡
市
の
住
民
基
本
台

帳
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
、

３
月

日
現
在
の
子
ど
も

31

数
を
「
民
報
」
４
月
７
日

、

号
に
掲
載
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ゼ
ロ
歳
児
の

出
生
数
が
増
え
て
い
る
デ

ー
タ
に
疑
問
を
持
ち
、
事

務
の
受
託
業
者
で
あ
る
Ｎ

Ｅ
Ｃ
が
再
点
検
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
デ
ー
タ
の
集
計

ソ
フ
ト
で
ミ
ス
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。

デ
ー
タ
の
精
査
に
多
く

の
時
間
を
要
し
、
よ
う
や

く
集
計
し
直
し
た
数
値
が

日
、
編
集
部
に
届
き
ま

23し
た
。

ゼ
ロ
歳
児
が
５
５
２
人

大
幅
な
修
正
と
な
っ
た

数
値
は
、
鶴
岡
市
全
体
で、

ゼ
ロ
歳
児
が
５
５
２
人
で

１
歳
児
の
６
４
２
人
か
ら

人
も
減
り
、
５
０
０
人

90台
の
数
値
は
初
め
て
で
、

減
り
方
も
急
速
で
す
。

行
財
政
改
革
や
学
校
統

廃
合
な
ど
、
こ
れ
ま
で
少

子
化
を
促
進
し
て
き
た
政

治
を
改
め
、
若
者
の
雇
用

の
安
定
と
定
住
対
策
、
学

校
を
核
に
し
た
自
立
の
地

域
づ
く
り
が
待
っ
た
無
し

で
す
。
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と検索で入力を。

発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい

（月２００円程度）
4月 33人 35,940円
3月 38人 30,340円

住
民
基
本
台
帳
デ
ー
タ
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
ミ
ス

再
度
集
計
し
直
し
、
大
幅
に
修
正

６
年
ぶ
り
名
寄
市
訪
問
交
流

藤
島
・
名
寄
交
流
友
の
会
（
小
野
由
夫
会
長
）

で
は
今
年
度
、
名
寄
市
訪
問
交
流
を
行
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
（
平
成

年
度
）
７
月

日
～

30

28

30

日
の
訪
問
交
流
以
来
６
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

日
程
は
、
７
月

日
（
土
）
～

日
（
月
）
の

27

29

２
泊
３
日
で
、

日
は
、
て
っ
し
名
寄
ま
つ
り
を

28

見
学
し
ま
す
。

旅
行
代
金
は
、
お
一
人
様
６
万
５
０
０
０
円
。

募
集
人
員
は

名
で
、
定
員
に
達
し
次
第
、
募

10

集
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
交
流
友
の
会
事

務
局
・
藤
島
庁
舎
総
務
企
画
課
担
当

土
田
直
。
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旧町村の地域別子どもの数　（2024年3月31日）4/23修正版

０歳 １歳２歳 ３歳４歳５歳 ６歳７歳８歳９歳10歳11歳 12歳13歳14歳

藤島

男 26 27 30 16 24 29 27 33 28 29 35 35 30 44 41

女 19 20 28 17 32 25 28 25 38 37 30 37 36 35 41

計 45 47 58 33 56 54 55 58 66 66 65 72 66 79 82

羽黒

男 18 17 19 14 32 23 24 26 33 30 29 27 35 33 34

女 11 26 13 18 22 19 24 28 27 19 23 29 36 35 30

計 29 43 32 32 54 42 48 54 60 49 52 56 71 68 64

櫛引

男 7 11 12 24 19 22 37 31 26 17 30 26 34 21 30

女 12 27 15 13 20 16 22 25 33 21 32 25 19 34 24

計 19 38 27 37 39 38 59 56 59 38 62 51 53 55 54

朝日

男 5 6 7 11 6 5 5 11 11 10 12 13 11 9 16

女 7 3 6 3 4 7 7 9 10 10 6 5 12 14 14

計 12 9 13 14 10 12 12 20 21 20 18 18 23 23 30

温海

男 11 9 13 11 11 12 7 14 14 15 19 16 15 19 17

女 6 8 11 12 3 11 12 13 10 12 15 20 22 17 18

計 17 17 24 23 14 23 19 27 24 27 34 36 37 36 35

三川町の子どもの数　（2024年3月31日）

０歳 １歳２歳 ３歳４歳５歳 ６歳７歳８歳９歳10歳11歳 12歳13歳 14歳

三川町

男 24 18 29 34 34 26 43 37 40 37 33 38 30 41 39

女 21 18 19 30 17 27 37 36 30 32 33 30 32 30 34

計 45 36 48 64 51 53 80 73 70 69 66 68 62 71 73
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厚
生
労
働
省
は

日
、

19

平
成

年
（
２
０
１
８
）

30

（

）

〜
令
和
４
年
２
０
２
２

の
市
区
町
村
別
の
合
計
特

殊
出
生
率
を
発
表
し
ま
し

た
。女

性
１
人
が
生
涯
に
産、

む
子
ど
も
の
推
定
人
数
で

最
も
高
か
っ
た
の
は
鹿
児、

島
県
徳
之
島
町
の
２
・
25

最
も
低
か
っ
た
の
は
京
都

市
東
山
区
の
０
・

で
し

76

た
。毎

年
の
人
口
動
態
統
計

を
基
に
５
年
間
の
平
均
値

を
推
定
し
、
全
国
平
均
は

１
・

で
、
前
回
（
２
０

33

１
３
〜
１
７
年
）
よ
り
０

・
１
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
ま

し
た
。

厚
労
省
が
毎
年
公
表
し

て
い
る
単
年
の
合
計
特
殊

出
生
率
は
過
去
最
低
の
１

・

と
な
っ
た
２
０
０
５

26
年
を
底
に
、

年
に
は
１

15

・

ま
で
上
昇
。
そ
の
後

45
は
低
下
し
、
２
０
２
２
年

は
再
び
１
・

で
し
た
。

26

三
川
町
１
・
61

山
形
県
の
合
計
特
殊
出

生
率
は

・

で
、
県
内

1

36

の
市
町
村
で
最
も
高
か
っ、

た
の
は
東
根
市
の
１
・
63

、

次
い
で
三
川
町
の
１
・
61

鶴
岡
市
は
高
い
方
か
ら
９

番
目
で
１
・

で
し
た
。

42

人
口
が
増
え
も
減
り
も

し
な
い
出
生
率
の
水
準
で

あ
る
「
人
口
置
換
水
準
」

は
、
２
・

で
す
（
２
＋

07

男
児
の
偏
り
５
％
＋
女
性

の
出
産
年
齢
ま
で
の
死
亡

率
２
％
。）

そ
れ
よ
り
大
幅
に
下
回

る
出
生
率
は
「
人
口
減
少

、

モ
メ
ン
タ
ム
」
の
異
常
な

社
会
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
あ
の
防
衛
３
文
書

か
ら
で
す
よ
。
専
守
防
衛

だ
っ
た
国
是
を
戦
争
で
き

る
国
に
し
た
ん
だ
か
ら
。

そ
れ
も
、
大
統
領
の
説
得

な
ん
ダ
ト
。
前
号
に
記
し

た
よ
う
に
大
統
領
は
、
日

本
の
指
導
者
を
３
回
説
得

し
て
日
本
を
変
え
た
と
、

タ
イ
ム
誌
で
国
民
に
発
表

し
た
と
い
う
ん
だ
か
ら
。

▲
専
守
防
衛
の
国
是
が
敵

基
地
攻
撃
の
出
来
る
国
に

な
り
、
バ
イ
デ
ン
の
国
か

ら
買
う
防
衛
費
と
い
う
軍

事
費
が
国
民
総
生
産
の
２

％
ま
で
可
能
に
し
、
仲
良

し
の
国
へ
は
殺
傷
兵
器
を

輸
出
す
る
事
に
し
、
こ
れ

を
、
彼
の
国
の
国
会
で
演

説
し
た
か
ら
国
賓
に
な
れ

る
ん
だ
。

▲
膨
大
な
軍
事
費
に
は
法

律
を
作
っ
た
。
火
の
玉
に

な
っ
て
取
り
組
む
子
育
て

は

福
祉
予
算
の
歳
出

？
改
革
と
医
療
保
険
料
に
上

乗
せ
負
担
。
物
価
高
に
年

金
は
実
質
減
。
米
国
の
事

は
聞
く
が
、
憲
法
は
守
ら

な
い
自
公
政
治
と
は
早
く

。（

）

バ
イ
バ
イ
し
よ
う
石
川

大
正
以
降
の
建
立
は
、

巡
幸
○
○
年
記
念
と
い
う

新
し
さ
を
装
っ
て
明
治
天

皇
巡
幸
を
再
現
し
、
天
皇

崇
拝
を
高
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

基
の
内
訳
は
明
治
９

56
基
、
大
正
９
基
、
昭
和
19

基
，
平
成
２
基
、
残
る
17

基
は
現
時
点
で
は
不
明
で

あ
る
。

大
正
８
年
４
月
に
『
史

国
是
を
捨
て
て
国
賓

大
統
領
に
国
賓
と
し
て

歓
待
さ
れ
た
首
相
は
、
何

処
に
行
っ
て
も
満
場
の
拍

手
。
と
い
う
事
は
、
日
本

の
首
相
が
何
処
で
演
説
し

て
も
、
彼
等
は
自
国
の
利

益
に
な
る
と
解
か
っ
て
い。

る
か
ら
な
ん
で
し
ょ
う
ナ

そ
れ
を
喜
ん
だ
首
相
、
帰

る
こ
と
を
忘
れ
る
程
長
く

い
た
じ
ゃ
な
い
？
ま
〜
帰

れ
ば
厳
し
い
現
実
が
。

、

▲
大
き
な
工
場
を
視
察
し

日
本
が
雇
用
の
創
出
に
貢

献
し
て
い
る
・
と
演
説
し

て
は
、
大
統
領
ら
が
喜
ん

だ
と
い
う
テ
レ
ビ
も
。
大

き
な
仕
事
増
や
し
で
本
当

に
喜
ん
だ
の
は
、
軍
需
産

業
の
分
野
で
し
ょ
。
こ
れ

か
ら
何
十
兆
円
と
い
う
戦

争
の
道
具
を
買
う
ん
だ
か

ら
サ
。
安
定
し
た
雇
用
が

続
く
っ
て
事
。

▲
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で。

は
国
賓
に
は
な
れ
な
い
よ

首
相
は
、
日
本
を
変
え
た。

か
ら
国
賓
に
な
れ
た
ん
だ

史
跡
保
護
を
「
国
民
教

化
の
手
段
と
す
る
」
と
言

う
黒
板
勝
美
や
「
愛
国
心

、

を
高
め
る
」
と
す
る
史
蹟

名
勝
天
然
記
念
物
保
存
協

会
の
考
え
は
、
巡
幸
の
目

的
で
も
あ
る
、
国
民
と
現

人
神
で
あ
る
天
皇
を
さ
ら

に
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
一

致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

県
全
体
の
巡
幸
関
係
碑

は

基
で
あ
る
。

56 東
田
川
史
跡
物
語

巡
幸
関
係
碑
の
建
立
②青

山

崇

蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存

法
』
が
制
定
さ
れ
、
翌
年

は
大
正

年
で
巡
幸

年

10

40

記
念
と
な
る
が
、
大
正
は

こ
の
頃
の
建
立
が
多
い
。

ち
な
み
に
最
近
確
認
さ

れ
た
藤
島
上
町
の
大
洞
寺

記
念
碑
の
建
立
も
大
正
10

年
で
あ
り
、
巡
幸

年
記

31

念
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
〇
〇
年
記

念
は
昭
和
で
も

年
記
念

50

は
昭
和
５
年
だ
が
、
繰
り、

上
げ
繰
り
下
げ
が
行
わ
れ

昭
和
６
年
建
立
も
あ
る
が

同
５
年
が
多
い
。

中
に
は
『
教
育
勅
語
』

発
布

年
記
念
と
し
て
１

30

９
２
０(

大
正
９)

年
建
立

合
計
特
殊
出
生
率
、
鶴
岡
市
は
１
・
４
２

と
し
た
も
の
も
あ
る
。

※

黒
板
勝
美
は
、
日
本

史
研
究
者
で
あ
り
近
代
歴

史
学
の
祖
で
あ
っ
た
が
、

皇
室
・
宮
内
庁
と
の
関
係

も
強
く
朝
鮮
植
民
地
化
を

正
当
化
し
た
。

（
黒
板
勝
美
・
長
崎
県
大

村
市
観
光
ナ
ビ
か
ら
）

平成30年(2018)～令和4年(2022)の市区町村別の合計特殊出生率

率 村山地域 最上地域 置賜地域 庄内地域

2.0

東根市 1.63

三川町 1.61

寒河江市 1.52

1.5

天童市 1.48

鮭川村 1.47 飯豊町 1.47

新庄市 1.43 南陽市 1.43

最上町 1.42 鶴岡市 1.42

庄内町 1.40

金山町 1.39 川西町 1.39

舟形町 1.38 高畠町 1.38

長井市 1.37

朝日町 1.36 遊佐町 1.36

小国町 1.35

大蔵村 1.33

山形市 1.32 真室川町 1.32 米沢市 1.32 酒田市 1.32

河北町 1.32

戸沢村 1.31

1.3

尾花沢市 1.29 白鷹町 1.29

中山町 1.29

大石田町 1.28

村山市 1.25

西川町 1.24

上山市 1.22

山辺町 1.22

大江町 1.18

厚生労働省:人口動態統計特殊報告（2024.04.19公表）から作成


